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「原発ゼロの会・守山」結成総会・

講演会に61名が参加






２０１３年　３月２５　日


　　　　　　　　第２３８号











�





明るい滋賀県政をつくる会（略称・明るい滋賀の会）


　　　520-0051　大津市梅林１丁目3-30　滋賀県労連内


　　　　電話077-521-2536　　ﾌｯｧｸｽ077-521-2534


　　　　　　　郵便振替口座01090-5-33926


　　　E-mail: � HYPERLINK "mailto:shigaken-roren@aqua.plala.or.jp" �shigaken-roren@aqua.plala.or.jp�（県労連宛）











１年前から準備会として活動してきた「原発ゼロの会・守山」を３月１０日、エルセンターで正式に結成。「会」の呼びかけ人には今関信子(児童文学者)、浦谷善次(守山漁協組合長)、山本宗明(ライフカウンセラー)さんなどが名前を連ね、会員は約２５０人に到達しています。「原発ゼロは皆にとって共通の課題、もっと多くの人に参加を呼びかける必要がある」との意見も出され、「会」を広げる事が再確認されました。


総会後の講演会では、講師の福田医師から原発と放射能に関わる話を聴き、より原発と真剣に向き合う必要性を痛感。


その後、皆の願いが書かれた白い風船を頭上に浮かせて、守山駅前まで「原発いらない」と元気よくパレード、解散地点で風船を一斉に空に放ちました。　　


西山佳子（「原発ゼロの会・守山」代表世話人)











２０１３年４月６日（土）１４時～　　大津市なぎさ公園


主催：TPPから県民のいのちと暮らし・医療と食を守る県民会議








オール滋賀の原発ゼロを目指す市民レベルの運動団体が総結集した「原発のない社会へびわこ集会」が３月１０日（日）膳所公園などで開催され、昨年規模を上回る約１０００人が参加しました。あいにくの雨となりましたが、「大飯原発３・４号機は直ちに停止を、すべての原発を廃炉に」と、まさに原発即時ゼロを目指す集会アピールを採択し、元気にデモ行進も行いました。集会では脱原発を目指す首長会議に参加する村西愛荘町長、藤沢日野町長が「住民の安全確保は原発を無くすことだ」と挨拶し、滋賀県農業協同組合中央会からは連帯のメッセージが寄せられました。生涯学習センターホールでの神田香織さんの「びわ湖をまもれ、福島の教訓を生かそう」のトークショーは、満員の参加者が涙する感動であふれ、公園での３２軒の模擬店、７グループのライブショーには次々と参加者が訪れる盛況となり、家族連れや若者の参加も多く、これからの滋賀での運動の発展を確信できる楽しい力強い集会ともなりました。　　　蒲原　良高（滋賀県職員組合副執行委員長）








　　２月１４日に開催された滋賀県議会２月定例会は、先の総選挙を前に嘉田知事が「未来の党」を立ち上げ、その後一ヶ月で党が分裂、嘉田氏も党代表を降りるというドタバタ劇のあとの議会とあって注目を集めました。しかし、代表質問、一般質問を通して2月議会の状況は、全く緊張感の欠けたものとなっています。


代表質問では自民党議員の途中退席が目立ち、対話の会の沢田議員が議長にクレームをつける場面も。一般質問では、当初「知事の政治姿勢」について質問通告をしていた自民の小寺議員が質問を取り下げるという一幕もありました。総選挙で大敗北の民主は全く元気がなく知事との距離を測りかねている様子も見られ、知事の応援団のはずの対話の会も「未来」騒動で知事に振り回された格好で、迫力のかける質問に終始しました。


　代表質問の翌日の京都新聞は「嘉田知事、自民に歩み寄り」の大見出しで、その具体的な現れとして、①今江議員（民主）の自公への政権交代についての質問に対して、「国民の期待に応え、着実に成果を出していくことが望まれている」と答弁したこと。②予算案でも、河川改修、道路改良、交番の補修など自民が求めていた項目に重点を置いたこと。（自民県議の「こちらの要望を全部受け入れた。2月議会に大きな争点はなくなった」という発言を紹介）③知事が自民の一部議員に自ら「よろしくお願いします」と根回しするなど異例の配慮を見せたこと、をあげています。








　県政課題では、中沢議員（民主）の観光政策の質問に、知事は「2027年にリニア新幹線が開通すれば人の流れの拡大が予想される」として、中京圏との連携強化を表明し、昨年8月のリニア新幹線開業後の東海道新幹線新駅発言との関連も含め、見過ごせません。


　原発の再稼働をめぐる問題では、「再稼働は国の問題」と答弁し、知事としての態度表明は避けました。これについては未来の党首としての発言との矛盾について、批判の声がだされました。


　一方、国政の重要課題となっているＴＰＰ参加をめぐっては、代表質問、一般質問を通してどの議員も触れないという事態になっています。


また、滋賀県議会開会中の2月25日に、京都府の山田知事が、今後の京都府のあり方について「滋賀県との合併もひとつの現実的な対応だ」と京都府議会で述べたことについて、嘉田知事は、「京都府との合併は、滋賀県にメリットはみえない。道州制を含め検討する広域行政研究会を立ち上げ、実務的に検討し、議論を巻き起こしていきたい」と答弁しました。これを受け27日に県庁内に「広域行政研究会」が発足しています。


なお、朝日新聞が2月に行った県民世論調査では嘉田知事の支持率は48％で、2007年調査の68％から20ポイント低下しました。「未来」騒動で陰りの見える政治力をなんとかして修復したいという嘉田知事の思いが透けて見える2月県議会といえそうです。


高田直樹（本会事務局次長）














安倍首相は｢『聖域なき関税撤廃』が前提ではないことが明確になった｣と、国民を欺く偽りを述べ15日にTPP交渉への参加を正式表明しました。


　ＴＰＰは農林水産業がそれぞれの国土や自然条件で展開されていることにまったく配慮せず関税ゼロを原則とする極めて異質な交渉であり、政府の試算でも農業生産は７兆円から３兆円減り、自給率は40%から27%に低下するとされています。交渉課題は21分野におよび、国民皆保険、食の安全、労働基準、公共事業、投資・金融・通信など国民の暮らしに大きな影響を与え、まさに国のあり方を変えてしまいかねない過激な協定です。


安倍総理が守るべきとする国益とは一体何なのか、全く判然としていません。日米共同声明をもって、政権公約で示された６項目の判断基準が満たされたとは到底考えられず、交渉参加表明に強く抗議し、撤回を求めます。�　経済界を中心とする、市場原理主義による利己的な主張にだけ耳を傾けていれば、我が国の進むべき方向を間違うことは明らかです。政府のあまりにも性急な姿勢に怒りと憤りが広がっています。多くの国民の信頼を裏切るような判断が絶対行われることのないよう政府与党に求め、さらに広範な国民各層と連携を深め日本の食と暮らし、いのちを守るため徹底した運動に全力を挙げていこうではありませんか。　　　　　　　　　　　　　清水　庄次（滋賀県職員組合副執行委員長）











